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［要約］ LED ランプによる青色光と他の波長および照度を組み合わせた鶏舎光線管理プログ

ラムは、終始蛍光球を点灯した場合と比較して、肉用鶏の平均出荷体重、飼料要求率、プ

ロダクションスコアおよび１羽あたり収益を向上できる。
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［背景・ねらい］

これまでに、平飼開放鶏舎において育成初期に青色光を照射することを特徴とする鶏舎

LED 光線管理技術が、生産性を向上できることを明らかにしてきた。そこでウィンドレス

鶏舎にも本技術を利用し、生産農場で LED ランプと白色蛍光球の比較飼育実証試験を行い、

LED 導入による生産性の効果を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．対照区鶏舎および試験区鶏舎は、それぞれ 200 坪の鶏舎で 8,000 羽（40 羽／坪）を飼

育する。LED ランプは各 64 個（約 10m2 に LED １個）、床面から約 1.5 メートルの高さに

設置する。今回試験区に使用した LED ランプは、R、G、B の三原色を備えた波長と照

度調整が可能である。なお、対照区には育成期間中終始白色蛍光球を用いる。日中（６

～ 18 時）の光線管理は開放鶏舎と同等の環境となるよう、試験区では白色を点灯する

こととする。１日の点灯パターンおよび LED 各色調の出力割合は０～ 21 日齢は図１の

とおり、22 ～ 49 日齢は図２のとおりである。試験区の LED 各色は、鶏に与えるストレ

スを軽減するために５～６分かけて各色調の LED 出力割合へ向けて出力を調整すること

により、段階的に変色を行う。

２．平均出荷体重は対照区 3,131.0g、試験区 3,178.5g で試験区が 47.5g 有意に向上する。ま

た、飼料要求率、PS（プロダクションスコア：ブロイラーの生産性を総合的に判断する

指標）も試験区が良好である（表１）。

３．１羽あたり収益は対照区 130.1 円、試験区 144.1 円であり、試験区が良好である。電気

料金の比較では、LED は蛍光球に比べ１回の飼育で 6,852 円安くなる。鶏舎の LED ラン

プへの切り替えは初期導入経費が増えるが、育成成績の向上により２年程度で経費回収

が可能である（表２）。

［普及のための参考情報］

１．普及対象：大規模経営を営むインテグレーションを中心に規模拡大、また開放鶏舎か

らウィンドレス鶏舎への改修を検討している農家

２．普及予定地域・普及予定面積・普及台数等：徳島県内をはじめ九州、東北地方を中心

とする肉用鶏主要産地

３．その他：鶏舎の改修、新築時に導入することにより、イニシャルコストを抑えられる。

別に開発した開放鶏舎用プログラムについては、鶏舎構造上、気象などの外的要因の影

響を受けやすいため、効果に多少のばらつきがみられる。
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図２　１日の点灯パターン（22～49日齢）
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平均出荷
体重（ｇ）

飼料要求率 PS

対照区 3,131.0 2.0 327.6

試験区 3,178.5※ 1.8 336.1

　　　　　※ 有意差あり（p＜0.05）

表１　平均出荷体重、飼料要求率、PS

PS：（（体重×育成率）／（飼料要求率×生育日数））×100

（円）

940,000

504,000

① LED電球

② 電気工事費

③
年間増収
見込み

※　使用したLED電球はまだ製品化されていないため、LED電球１個を
　　10,000円、電気工事費を300,000円と仮定し、コスト試算した。

１羽あたり増収（円）×飼育羽数（羽）×年間回転数（回転）
　＝14×8,000×4.5＝504,000円

表２　コスト試算

導入コスト（①＋②）

年間増収見込み(③）

LED電球（円）×設置個数（個）＝10,000×64＝640,000円

300,000円


